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( 34 ) 
天館山石窟の研究 ー研究史 と 問題点ー
戦前 に 出版 さ れた天龍山石窟関係論文 ・ 写真集 ・ 図版解説等
論文題 目 ・ 書名 等 著 者 掲載誌 ・ 出版社等 発表年 ・ 月 備考
『 支 那 の 建 築 と 芸 術 』
「西遊雑信 上」 関野 貞 『建築雑誌』 32 - 384 1 9 1 8年 （岩波書店、 1 938年） に
再収
「天龍山石窟 を 見 る 」 木村荘八 『中 央美術』 7 - 2 1 92 1 年 2 月
『 悌 教 学 雑 誌 』 3 の 4
「天龍山石窟J 関野 貞 『園華』 375 1 92 1 年 8 月
( 1 922年） 、 お よ び 『支那
の 建築 と 芸術』 （岩波書
店、 1 938年） に 再収
『支那悌蹟踏査 古賢 常盤大定 金尾文淵堂 1 9 2 1 年 8 月 『支那悌教史蹟踏査記』の跡へ』 （龍吟社、 1 938年） に 再収
「天龍山石窟調査報告」 田 中 俊逸 『悌教学雑誌』 3 - 4 1 922年 3 月
「天龍山造像放」 小野玄妙 『悌教学雑誌』 3 - 5 1 922年 6 月 『大乗悌教芸術史の研究』（大雄閣 1 927年） に 再収
『天館山石窟』 撮影 外 村 太 治 郎 ・ 金尾文淵堂 1 922年 1 0 月 関野貞 ・ 常盤大定 ・ 望
月
平 田 鏡 信亨序、 小野玄妙政
「天龍山石窟諸像 の製 小野玄妙 『無磁光』 1 9 - 4 1 923年作年代」
『天竜山石窟写真集』 北京 平 田 写真館 1 923年頃か 撮影者 ・ 撮影時間は不明
『天竜 山石窟図集』 北京 磐田H 1 923年頃か 撮影者 ・ 撮影時間は不明
CHINESE SCULPTURE , Osvald Siren LONDON 1 925年vol. I ～N 
『支那｛弗教史蹟』 常盤大定 ・ 関野 貞 悌教史蹟研究会編 1 926 年 1 2 月第 3 集
『天龍山石仏集』 山 中 定次郎 山 中 商会 1 928年
口 絵解説 「天龍山石窟 春 山武松 『東洋美術』 l 1 929年の悌頭」
「支那建築 に 於 け る 墓
股 の 発達 主 と し て天龍 奥村伊久良 『悌教美術』 1 4 1 929年 9 月
山石窟の墓股に就いて」
「天館山の石窟につ いて」 関野 貞 『国際潟民情報』 1 0 - 5 1 9 3 1 年 頃
「天麓山石悌」 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 2 1 1 9 3 1 年
「天龍山石窟探険恩ひ 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 23 1 932年 l 月出 の記」 上
「天龍山石窟探険恩ひ 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 24 1 932年 4 月出 の記J 下
「天龍山浮彫飛天像其他j 矢代幸雄 『美術研究』 26 1 934年
「天竜山石窟悌像調査 王作賓 『古物保護委員会工作紅 1935年振告」 披』 北平大学出版社
「山西省天龍山悌蹟石 『山 中定次郎翁停』
窟踏査記」 故 山 中定次郎翁伝編纂会
1 939年 3 月
編
『支那文化史蹟』 常盤大定 ・ 関野 貞 法蔵館 1 940年 『支那悌教史蹟』 の復刻第 8 巻 版 （若干の違 い あ り ）






































































































































































































































































































































































































































































































( 37 ) 
大
時 代 西 暦 年 号
中 華 19 1 8 民国 7民 国 1920 民国 9
1 922 民国l 1 
1 923 民国 1 2
1 924 民国1 3
1 925 民国 14
1 926 民国 1 5
1 928 民国1 7
1 930 民国 1 9





1 94 1 民国29
1 945 民国33
1 949 民国37
中 華 1 955 人 民 1 957 共和国
1 958 














天寵山石痛 の研究 ー研究史 と 問題点一
関 連 事 項
（大正 7 年） 6 月 、 関野貞調査。
（大正 9 年） 10月 、 木村荘八来訪。 1 0月 、 常盤大定調査。
（大正1 1 年） 3 月 、 田 中俊逸同 外村太治郎、 平 田 餓鯛査。 1 0月 、 Osva l d S i ren 
第 1 囲網査。 関野貞第 2 因調査。
この頃 （～ 1 924） 、 大規模な盗掘か。
（大正1 3年） 6 月 、 山 中定次郎調査。 夏、 常盤大定第 2 回調査。
（大正1 4年） 夏、 常盤大定第 3 回調査。 1 0月 、 奥村伊久良調査。
（大正1 5年） 1 0月 、 山 中定次郎第 2 因調査．
Osva l d  S i ren第 2 因調査。




（昭和 1 2年 7 月 、 慮溝橋事件）
（昭和 14年 9 月 、 第 2 次世界大戦開始）
（昭和 1 5年） 水野清一 ・ 日 比野丈夫調査
（昭和 1 6年 1 2月 、 太平洋戦争開始）
（昭和20年 8 月 、 終戦）
太原市解放。
華東芸術専科学校美術史経研究室調査。
岳維藩市長、 天龍山を調査。 この頃、 聖蒋寺廃櫨と化していたため、 太原市が修復に着工する。
太原市文化局、 聖薄寺を重修、 晋洞か ら天龍山に至る山道を整備。
国家重点文物保護区となる。
閤文儒調査．
中 央美術学院劉開渠と 傍天仇、 濁江美術学院史岩、 調査。
（～ 1 977、 文化大革命）
天龍山重修。
（～ 1 983） 聖書等寺堂宇を重修、 登山道の整備。
第 9 窟菩薩像頭部の復元。 6 月 、 田村節子調査。 7 月 、 筑波大学訪中 団 （林良
一 ・ 鈴木潔） 翻査。
天龍山文管所の設立が承認。 太原市、 天龍山文物の修理予算を増額。
7 月 、 天徳山文物保護管理所成立。
天龍山、 省級重点風景名勝区に指定。
秋、 漫山閣 （第 9 窟） を復元。
白龍殿上方に高観避暑宮碑亭を建てる。 夏、 李裕群爾査。
太原人民政府、 晋洞か ら天龍山までの道を整備。
李裕群、 第 2 回調査
参考 ： 李百十生 『山 西旅滋風景名勝叢書 天館山』 （山西経済出版社、 1999年 1 月 ） 、 李裕群 ・ 李鏑 『天飽山石廊』 ｛科学出版社、 2003年 3 月 ） 等
( 38 ) 
愛知県立芸術大学紀要 No.34 (2004) 
天龍山石窟関係略年表 一 関 盤期か ら 現代 ま で ※ ゴチ ッ ク は主な学術的調査
時 代 西 暦 年 号 関 連 事 項
北 貌 532 永照元 高観、 爾朱氏を滅ぼし、 晋陽に大丞相府を置 く 。
東 貌 534 永照 3 高観、 孝静帝を立て、 都を洛陽か ら那に遷し、 東貌を建てる。執政期間中、 天龍山に避暑宮を建てる （ 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑J ） 。
547 武帝 5 高観、 普陽で没す。
550 武帝 8 高観の次子、 高洋 （文宣帝） 、 孝静帝を廃し、 北斉を建てる。
北 斉 55 1 天保 2 文宣帝、 天龍山に避暑宮を建てる （ 『嘉靖太原豚志』 巻 1 ） 。 「｛山巌寺」 にあたる場所か。
560 皇建元 天龍寺あ り 。 定国寺の僧、 天龍山石窟を造る （『太原志 ・ 太原府』 「寺観条J ） 。
精 584 開皇 4 天館山石窟第 8 窟開墾 （碑） 。
唐 624 武徳 7 仙巌寺、 額を賜る （『太原志 ・ 太原府』 「寺観条」 ） 。
660 顕慶 5 高宗 ・ 武后、 龍山童子寺に行幸 （ 『法苑珠林』 巻14） 。
707 神龍 3 「大唐勿部将軍功徳碑j なる （碑文、 『金石掌編』 巻68ほか） 。
（五代） 957- 73 天会年間 容宗皇帝、 天龍寺を重修 （ 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑」 ） 。 第 9 窟造営
北 漢 か。
975 広運 2 劉継元 （英武皇帝） 、 群臣を率いて天龍寺を参拝。 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑」 なる。
金 1 1 24 天会 2 天龍寺、 兵火を被 り （ 「重修天龍寺銘」 ） 、 廃する （ 『嘉靖太原勝志』 巻 1 ） 。
1 148 皇統 8 天龍寺、 重修。 千仏大殿、 六師堂を建てる （ 「重修天龍寺銘」 ） 。
1 1 58 正隆 3 天龍寺山門、 鐘楼を修理 （ 「重修天龍寺銘」 ） 。
1 1 59 正隆 4 「重修天龍寺銘」 なる。
7C 1 342 至正 2 天龍寺重修 （ 「重修天龍聖書等寺記J ） 。
明 139 1 洪武24 仙巌寺、 天龍寺に入る （『嘉靖太原勝志』 巻 1 ） 。
1465 - 87 成化年間 聖書事寺廃する。
のち 、 普陽延慶寺僧古葎、 聖書等寺に住し 、 復興に努める （ 「重修天龍聖簿禅林碑記J ） 。
1 506頃 正徳初 僧道永、 高閣を建て、 仏像を造る （『太原勝志』） 。
1 542 嘉靖2 1 聖欝寺龍洞を重修。
1 545 嘉靖24 聖議寺、 大規模な重修をおこなう （ 「重修天龍聖薄寺記J ） 。
1 546 嘉靖25 「重修天龍聖欝寺記」 なる。 西巌に石洞三禽を穿つ （『太原勝宏、』 ） 。
1 5 6 1 嘉靖40 「重修天龍聖書等禅林碑記J なる。
1565 嘉靖44 「天龍聖書等碑記J なる。
1 580 万暦 8 山西按察司提督学校制使賀邦泰等、 天龍石洞重修のため出資 （ 「天龍石洞記」 ） 。
1 595 万暦23 「重修天龍山聖書等殿閣記」 なる。
清 1 666 康照 5 国学大師朱務尊、 天龍山石窟を踏査 ？
1 734 薙正1 2 聖書等寺田廊を修理。
186 1 成豊l 1 漫山閣、 大働、 菩薩像 （第 9 窟） 等修理。 及び各堂字を重修。
1 908 光緒34 E. Boerschmann、 調査 ？
1 9 1 0 宣統元 C. Freer 、 調査 ？




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 4 1 ) 
